
○　本校の概要 令和7年3月3日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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Ｂ

Ｃ

C（児童）：
学校評価児童ア
ンケート「外国語
を積極的に学び、
将来自分の生活
や仕事などに生
かせるようにした
い」で肯定的回答
をした６年生児童
の割合

P（保護者）：
「外国語教育、我
が国や外国の多
様の文化に触れ
る機会等の充実
を図り、児童のコ
ミュニケーション
能力や国際感覚
をはぐくむ教育に
取り組んでいる」
に肯定的な回答
をした保護者の
割合。

C（児童）：
学校評価児童ア
ンケート「授業で
学習したことがよ
くわかる」・「自分
や友達のことを大
切にしている」・
「運動が好きです
すんで体を動か
している」で肯定
的な回答をした
児童の割合

P（保護者）：
学校評価保護者
アンケート「お子
さんは基礎的な
学力を身に付け
てきている」・「学
校は児童の基本
的な生活習慣や
規範意識を育て
る心の教育の推
進に努めてい
る」・「学校は児童
の体力向上や健
康教育の推進に
努めている」で肯
定的な回答をし
た保護者の割合

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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標
３
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人
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と
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が
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す
る
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力
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し
ま
す

○　「おおたの未来づくり」により、自分の住む地域
に興味を持ち、関心を抱いていくことに期待していま
す。

〇　廊下に掲示物があり、そちらからもこどもたちが
ICTを使いこなしている様子がよくわかりました。学
年に応じた指導をなさっていることが素晴らしいと感
じます。

〇　今年度からの「おおたの未来づくり」から、地域
社会の課題を解決する「地域の創生」にはとても興
味を持っています。児童の目線で考え提案をし、自
分たちの「ふるさと」が活性化されることを期待しま
す。また、授業内でのICTの活用が一般的になり、
殆どの児童が使い熟している姿に時代の推移を感
じています。

〇　自分のまわりで起きる事やすでに起きている事
を客観的に考える時間、余裕がますます必要とされ
る時代になってきていると感じます。物事を判断する
際の情報を選ぶ権利と責任を客観的に理解する能
力は時間がかかる。物事を伝えたり理解したりする
基本は豊かな心根であると考えます。

○　予期せぬことが起こりうる現代、コンピューター、
インターネットなどの情報を収集し、他者とも協働し
て、児童の想像力、未来を考える力を育成している
と思う。

○　ALTの方から、ゲームや歌を交えて楽しく英語に
触れています。これからますます海外や外国人との
付き合いが増えるので、さらに関心を深めてほしい
と思います。

〇　児童がALTの先生ととても楽しそうに流ちょうに
会話している姿をよく見かけます。これからの外国
からの来訪者に自分の住む町・学校のことをどのよ
うに伝え、お迎え出来るか、とても楽しみです。これ
からも様々な取り組みに期待したいと思います。

〇　語学のテクニック以上に心根がぶれない、そし
てそのスタンスに気付き高く評価することが重要と
考えます。

〇　児童が英語や外国文化に親しむための環境づ
くりに努められて積極的に活動されている。低学年
も異文化を理解し、コミュニケーション能力の向上に
取り組んでいると思う。

○　学校公開、展覧会、運動会など、様々なシーン
で子どもたちがいきいきと活動しています。また６年
生が仕出し弁当を率先して運んでくれることに感謝
しています。

〇　学校公開等でいきいきとしたこどもたちのお顔を
見ることができました。先生方の想いをこどもたちが
しっかり受け取っているように思います。

〇　学校ではいろいろな体験・経験の場所を設定さ
れていると思います（ホームページの馬込の日々よ
り）。これからも児童にはいろいろな体験と経験を沢
山して欲しいと思っています。

〇　公開授業を数回参加させていただいたが、担任
の先生が腰をかがめ目線を合わせ児童の意見を理
解しようと努力する姿が印象的でした。豊かな教育
の一コマを拝見させて頂きました。

〇　児童が落ち着いて、思いやりがあり、健やかに
過ごされている様子は、いつも見受けられます。先
生方が丁寧に一人一人の児童を見ていること、各ご
家庭でも愛情をもって育てていることを感じkます。

C（児童）：
大田区調査「コン
ピュータやイン
ターネットなどを
活用して情報を
収集し、自分の
考えをまとめたり
発表したりするこ
とができる」で肯
定的回答をした６
年児童の割合

P（保護者）：
学校評価保護者
アンケート「学校
は主体的で協働
的な学びの充実
を図り、児童の課
題解決能力や情
報活用能力をは
ぐくむ教育に取り
組んでいる」で肯
定的な回答をし
た保護者の割合
　

４：

すべて８
０％以上

３：
　
すべて７
０％以上

２：
　
すべて６
０％以上

１：
いずれか
でも６０％
未満

４：

すべて８
０％以上
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C４
89

P４
87

　本年度、大田区より独自教科
「おおたの未来づくり」研究実践
校の指定を受け、第５・６学年
を中心に、活動の連携先や単
元開発に取り組んできた。10月
にはエリア協議会において本
校の実践発表を行うことができ
た。こうした実践的な取組を通
して、新たな価値を創造する
「ものづくり」や地域社会の課題
を解決する「地域の創生」に関
する児童の創造的な資質・能
力の育成を図るよう努めてき
た。
　授業においては積極的なICT
活用に取り組むとともに全校的
にタイピング検定に取り組ませ
ることが、児童のタブレット活用
スキルの向上につながってい
る。しかし、コンテンツの変更に
よりこれまで取り組んできた「馬
込小家庭学習DX」の扱いは難
しかった。
　ICTを有効に活用しつつ、児
童の課題発見・解決能力をい
かに高めるかを教育課程全体
で見直していく必要がある。

　外国語及び外国語活動の指導
については、今年度より専科教員
の体制を整え、外国語教育指導
員（ALT)とのティームティーチング
での指導を確立した。これらの授
業のほかにも、英語カフェや校内
放送によるグローバルフライデー
など、児童が英語や外国文化に
親しむための環境づくりに努めて
いる。今年度は４年生以上が参加
するクラブ活動に英語クラブを新
設し、これまでスクールサポートが
主催してきた土曜英語教室ともリ
ンクしながら、オーストラリア現地
校と連携してオンライン交流を行う
など、新しい取組を試みてきた。３
月には現地校からの来校・交流を
企画している。
　今後は、低学年における「大田
区外国語活動」の拡充により、早
期から英語に親しむ機会の充実を
図るとともに、おおたグローバルコ
ミュニケーション（OGC）の活用等
も模索・検討し、異文化理解や実
践的なコミュニケーション能力の
向上を図りたい。
　成果評価については、保護者か
らの肯定的な意見があまり多くな
かった。必ずしも否定的ではなく
「わからない」との回答が約１３％
あった。保護者への広報の充実を
図っていく必要がある。

２

C４
89

P２
66

　
　教育の基盤である「知・徳・
体」のバランスの良い育成につ
いては、児童、保護者とも高い
成果評価を得ることができた。
特に「徳」の領域となる、自分
や他者を尊重し思いやりや規
範意識の高い児童が多いのは
望ましい結果であり、馬込の児
童らしいよい特性であると捉え
ている。今後も大切に考えてい
きたい。基礎的学力に関しても
おおむね良好な評価である。
昨年度課題となっていた「体」
については、校舎増築工事が2
学期に終了したことを踏まえ、
運動機会の充実や体育の授業
改善に努めている。これらのこ
ともあり、昨年度からの経年変
化で見ると大きく向上すること
ができている。
　次年度は使用できる教室が
増え、プールを含めた運動環
境も整い、給食を再開すること
ができる。これまで不十分にな
りがちであった運動機会や食
育等についても再び推進を図
ることができる。環境の充実を
授業改善につなげていきたい。
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P４
89・95・
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２：
　
すべて６
０％以上

１：
いずれか
でも６０％
未満

４：

すべて８
０％以上

成果評
価

令和６年度　大田区立馬込小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

  〇　学級数　２３学級　　　〇　児童数７２２名（令和６年６月10日現在）
　〇　教員数３２名　…校長1、副校長1、主幹教諭１、主任教諭7、主任養護教諭１、教諭１９（休業含む）  〇　行政系職員２名（事務、栄養士）　〇　その他、会計年度任用職員・委託・派遣職員
　〇　校内研究　研究主題「みんなで話して意思決定！～主体的で対話的に学ぶ児童の育成をめざして」　－生活科・総合的な学習を通して－　　令和６年度「おおたの未来づくり」研究実践校
  〇　特色ある教育活動　…　馬込の特色を生かした地域学習の充実「シクラメン栽培」「大森麦わら細工」「馬込半白胡瓜等特産野菜の栽培」「馬込はかせになろう」、タブレットを活用した「馬込家庭学習DX」
  〇　体験活動、人との関わりを大切にする活動の重視　　　〇　学校支援地域本部「スクールサポートまごめ」と連携した教育活動
  〇　教員の交換授業（第５，６学年における一部教科担任制）、中・高学年での副担任制の導入

1

学校関係者記入欄

7

2

Ｃ

３：
　
すべて７
０％以上

目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

③体育や保健体育の授業など様々な
機会を通して、健康教育や食育を推進
し、基本的な生活習慣の確立を図って
いる。

3

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学
習などを通じて継続的に道徳教育を実
施し、豊かな情操や道徳心の育成を
図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じ
た学習支援、各種検定の実施を通し
て、すべてのこどもに確かな学力の育
成を図っている。

③現代社会における地球規模の課題
を自分事として捉え、その解決に向け
て考え、行動する力の育成を図ってい
る。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続
を行うため、保幼小の連携や小中一貫
の視点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学
びや科学教育を推進し、課題解決力や
新たな価値を創造する力の育成を図っ
ている。

①外国語教育指導員の活用などによ
り、英語に慣れ親しみながら会話をする
機会を増やし、英語力やコミュニケー
ション能力の向上、豊かな国際感覚の
育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学
習、人権教育を推進し、自分とは異なる
文化や価値観をもつ相手を理解し、互
いに尊重し合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

2

3

2

③情報技術を適切に活用した授業の実
施を通して、情報活用能力の育成を
図っている。

3

②学校内外での様々な体験活動や自
己評価する習慣づくりを推進し、自ら考
え判断する力や、他者と協働していく力
の育成を図っている。

3

2

３：

すべて７
０％以上

3

２：

すべて６
０％以上

１：

いずれか
でも６０％
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

　教育環境の整備と安全・
安心な学校づくりに対する
成果評価は、約９０％の児
童・保護者から肯定的な評
価を得ることができた。安全
教育には力を入れてきた。
実践的な避難訓練を工夫
し、教職員や児童自身が振
り返りを行うことなども重視
してきた。
　校舎増築や諸施設の改修
が終了した際は、一層望ま
しい教育環境が構築される
ものと期待できる。柔軟に考
え、いかに有効活用ができ
るかを検討していきたい。

４

C４
90

P４
91

○　大規模災害時は子どもが登校していれば学校
に集合する家庭が多い。こうした場合を想定して学
校の役割や機能を周知できるといい。こうした活動
で地域・学校・保護者のつながりが増えると思う。

〇　環境が整っていないときでさえも、このような評
価が得られていることは、先生方の配慮のおかげで
す。

〇　災害にいつみまわれるかわからない昨今、さま
ざまなかたちでの避難訓練を行い、児童もとても真
剣に取り組んでいるとうかがいました。とても大切な
ことと思います。

〇　ルールを守ることはあたり前の事でなく、日本人
の能力の一つであると考えます。

〇　教育環境が整備され、児童の健全育成を推進し
ていると思います。

○　上記質問を含めてコミュニティ・スクールにて、
地域・学校・保護者のつながりを育てていきたい。

〇　以前より馬込小は地域の方々の支えが手厚い
ので、今後も連携で心配することはないのだろうと
思います。

〇　学校ホームページの充実、特に毎日学校の様
子、取り組みが発信されていることはとても素晴らし
いことと思っています。これからはコミュニティ・ス
クールとして、より充実した内容で先生方にももっと
気軽に活用していただけるよう発信できると良いで
すね。地域の皆様も学校とのかかわりを楽しみにさ
れています。

〇　先生方の負担増にならない様に願います。

〇　近づきすぎず、適度な間隔を保っていると思い
ます。

〇　地域の一員として、これからも学校・児童の育成
に協力していきたいと思います。

○　働き方改革で環境の変化が多い中、いろいろな
相談にのっていただき感謝しています。子どもたち
が学校生活は楽しいと多く回答していることはうれし
いですが、否定的な子どもたちの原因が気になりま
す。

〇　校長先生、副校長先生のお話を聞いていると先
生方のことにも配慮されていることがわかります。先
生方の連携のよさがこどもたちの元気につながって
いることが感じとれます。

〇　教師が児童の学びにおいてファシリテーターとし
ての役割を意識して行っていると思う。児童が授業・
学校生活を楽しく過ごしていると感じます。

〇　学校生活を楽しいと答えた生徒が多いので、安
心しました。逆に楽しくないと感じている生徒もいる
のでしょうから、下の欄の個別目標５にある取り組み
も大切であり、必要な事と思います。

〇　担任の先生だけでなく、学年の中で先生が専科
的に教科にかかわることで、児童にもメリハリが出
来てとても良いことと思っています。先生方も研修を
重ね実践で生かされることと楽しみにしております。

〇　主役は児童となるのでその主役が楽しいと感じ
ていることが『一番』です。

　校内研究では「みんなで話し
て意思決定！」を研究主題とし
て主体的で対話的に学ぶ児童
の育成をめざしてきた。おも
に、生活科・総合的な学習の時
間・おおたの未来づくりを中心
にすべての教員で取り組んで
きたが、あらゆる教科等の指導
において、教師がファシリテー
ターとしての役割を意識しなが
ら、児童の主体的対話的で深
い学びが充実できるようにする
ことを大切にしてきた。
　学習においても学校生活にお
いても、高いレベルでの「楽し
い学校」を実現することが大切
である。教師一人一人が一層
指導力を磨き、学年会を中心と
した教職員間の連携を通じて
組織としての学校力を高めてい
くことをめざしたい。
　なお、教職員の業務適正化
は学校行事を含む教育課程や
校務内容、組織の見直し、支援
員の活用等により進められて
いる。

４

C4
89

P3
93・88

○　子どもたちひとりひとりに寄りそった対応をして
いただいていると思います。心の問題は見えづらい
ところもあるので、担任だけでなく専科の先生も含め
て、たくさんの目で見ていただきたいと思います。

〇　どこの学校でも抱えている問題かと思われま
す。できる限りのことでご対応くださると感じます。

〇　多くの種類の人々に会ったり話す機会を得るこ
とにより『世の中には想像以上の人々が居る』と体
験することは、大きな財産になると思います。

〇　こどもたちの評価が1～7目標で低いのが気にな
る。どこに問題があるのか再認識が必要かなと思い
ます。

〇　状況に馴染めない児童に対しては担任の先生
はもとより専科、その他様々な方々が関わることで
良い居場所を探せることもあると思っています。また
保護者の心のゆとりにも配慮が必要な事があると思
います。

○　児童一人一人の対応、支援を適切に行っている
と思われます。

　学校生活調査やいじめアン
ケート等の実施結果を踏まえ、
個別の面談等を行うことによ
り、児童の困りに対応し望まし
い生活へと改善できるように努
めてきた。このような対応につ
いて児童、保護者とも約85％が
肯定的に捉えている。また、必
要に応じてスクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワー
カーとの連携を図るとともに、
サポートルーム巡回指導教員
や巡回心理士等により、特別
支援教育の専門的な観点から
の助言を受けて、指導の充実
や必要な支援の在り方につい
て検討を深めてきた。いじめ、
不登校、問題行動等について
は、毎週の夕会、いじめ防止対
策委員会、不登校対策委員会
等を通じて教職員間での共通
理解と相応の対応に努めてい
る。
　今後もそれらの対応を持続的
に行えるようにする。

４

C４
85

P４
86

Ｂ

１：
いずれか
でも６０％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 8

Ｂ

Ｄ

C（児童）：
学校評価児童ア
ンケート「学校生
活は楽しい」で肯
定的な回答をし
た児童の割合

P（保護者）：
学校評価保護者
アンケート「お子
さんは、楽しく学
校生活をすごして
いる」・「教員は、
教え方（授業の内
容や方法等）を工
夫している」に肯
定的回答をした
保護者の割合

２：

すべて６
０％以上

１：
いずれか
でも６０％
未満

C（児童）：
学校評価児童ア
ンケート「先生
は、わからないこ
とや困ったことが
あるときに、助け
てくれたり相談に
のってくれたりす
る」で肯定的な回
答をした児童の
割合

P（保護者）：
学校評価保護者
アンケート「学校
は児童や保護者
の困りやニーズ
等に対し、適切な
対応・支援に努め
ている」に肯定的
な回答をした保
護者の割合

４：

すべて８
０％以上

１：
いずれか
でも６０％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

４：

すべて８
０％以上

C（児童）：
学校評価児童ア
ンケート「きまりを
守って、安全に行
動している」で肯
定的な回答をし
た児童の割合

P（保護者）：　学
校評価保護者ア
ンケート「学校は
児童が安全・安
心に生活するた
めの環境づくり
や、避難訓練を
含む安全教育の
工夫・充実に努め
ている」で肯定的
な回答をした保
護者の割合。

校内研究等の
OJTの充実を通し
て、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の組
織的な運営力を
向上します。あわ
せて、教師がやり
がいをもって働く
ことができる魅力
的な環境づくりを
進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

すべて６
０％以上

３：

すべて７
０％以上

３：
　
すべて７
０％以上

４：

すべて８
０％以上

③家庭教育に関する情報の発信や
PTAなどと連携した講演会・学習会、ま
たはその双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生
徒の健全育成や安全指導に係る取組
を地域の協力により実施している。

４

C４
87

P４
91

２：

すべて６
０％以上

①「地域コミュニティの核としての学校
づくり」を目指して地域と学校が連携・
協働した様々な活動を実施している。

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学校
づくりや地域の特
色を生かした学
校づくりを進める
とともに、学校・家
庭・地域が連携・
協働して、地域社
会全体でこどもた
ちを育成します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 9

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引
き出す個別最適な学びと協働的な学び
の一体的な充実の視点による授業改
善を行っている。

②教職員がそれぞれの専門性を生かし
たり、地域の特色を生かしたりして教育
活動を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通し
て、危険や災害に対する教育を関係機
関と連携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・
安全な学校生活づくりを踏まえて、学習
環境を整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、
いじめの未然防止、早期発見、早期対
応等のための組織的な対応を実施して
いる。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、
児童・生徒に教員が向き合う時間を確
保する等、ウェルビーイングを高める取
組を行っている。

①インクルーシブ教育システムの構築
に向けて、教員の資質・能力の向上や
校内における支援体制の充実、特別支
援教室巡回指導教員との連携等を行っ
ている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生
徒・保護者が相談しやすい環境を整備
し、一人ひとりの能力や可能性を最大
限に伸ばすことを意図した指導や支援
を行っている。

4

3

4

3

Ｂ 2

C（児童）：学校評
価児童アンケート
「学校や地域のこ
とが好き」で肯定
的な回答をした
児童の割合

P（保護者）：
「学校は地域と連
携した活動を推
進するとともに、
おたよりやホーム
ページ等を通じて
教育活動につい
ての情報発信に
努めている」で肯
定的な回答をし
た保護者の割
合。

　学校広報を通じて教育活動を
理解したり共感したりすること
で、本校の教育を肯定的に認
識している保護者は多い。今年
度は自主的に学級通信等を発
行する学級が増え、学校理解
につなげることができていた。
業務の適正化を念頭に置きつ
つも、今後も大切なところであ
ると考えている。
　おおたの未来づくりの教科コ
ンセプトと同様に、学校と地域
とのつながりはきわめて重要で
ある。本校は馬込の地域コミュ
ニティの核となるべく、今年度
途中からコミュニティ・スクール
としての歩みを始めた。これま
で学校支援地域本部、地域教
育連絡協議会そしてPTAと深
めてきた連携を基盤としつつ、
新しい形で地域と共に創り、歩
み続ける馬込小学校となること
をめざす。

Ｄ

Ｃ

Ｃ

3

3

３：

すべて７
０％以上

1

Ｂ

3

2

3

Ｃ

４：

すべて８
０％以上

３：

すべて７
０％以上

２：
　
すべて６
０％以上

Ｄ

Ａ 7

１：
いずれか
でも６０％
未満

Ｄ

Ａ 9


